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骨塩定量装置紹介 
 

当院の骨塩定量装置を更新したので、紹介させていただきます。 
以前は腕（前腕骨）で測定しておりましたが、新装置になり、腰椎、大腿骨でも撮影することが出来るよ

うになりました。日本骨粗鬆症学会で推奨されている検査ができます。 
寝たきりになりやすい大腿骨頸部骨折は年々増加傾向にあり、特に女性で急増しています。椎体骨折は５

０歳以上で増え、大腿骨頸部骨折は７０歳以上で増えることから、７０歳以上の高齢者では椎体骨折と大腿
骨頸部骨折の両方を防ぐ必要があります。 
骨粗鬆症は加齢、閉経による女性ホルモンのバランスの変化、栄養のアンバランス、運動不足、他の病気

や病気の治療薬などのさまざまな原因が関係して骨の代謝に異常を生じ、骨密度が減ったり、骨質が悪くな
ることで起こります。 
新型コロナウィルスの影響で家にいる時間が長くなり、運動不足で骨密度が低下していることも考えら

れます。 
心配に思っている方は、一度検査を受けてみてはいかがでしょうか？ 
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当院透析室では令和元年 10 月
から腎臓リハビリテーション
をはじめました。 
従来、透析患者さんや腎臓不全 
患者さんは、あまり運動をして
きませんでした。しかし、適度
な運動をすることで、つまずき
防止や筋力の増強、運動機能の
増加につながり、その結果、 
日常行動範囲が広がって生活
の質が改善したり、寿命が延長 
するといった効果がある事が
わかってきました。 
そのため、すべての患者さん 
一人ひとりに合った運動をす
すめることが一般的になりま
した。 
当院の透析室では、ビデオで７
分間の下半身運動と、ゴムボー
ルやゴム紐、エルゴメーターを
使用し下肢の筋力強化のリハ
ビリを行っています。 

 

透析室での運動風景 



 羽幌病院広報誌『春夏秋冬』秋号 2020 年１０月  

                                          

                                         

 

 

 

当院では、政府の示す方針や医学的見地に沿って、地域における感染拡大の抑制や、院内感染を防止
するため、院内を利用する皆様にお願いしていることがあります。 

新型コロナウィルス対策 
 

  

 

当院・待合室の様子 

● 当面の間、ご不便をおかけしますが、地域の皆様、

ご理解とご協力お願いいたします。 

入院中の面会について 

入院中の面会については、本年 2 月から、

原則禁止となっております。当院の取り組み

としては、「オンライン面会」を実施しておりま

す。ご希望のご家族は、病棟看護師や退院支

援担当者にご相談ください。 

【実施日】 平日の日中 

【申込み】 当院地域連携室に希望する前日の日中までに連絡

をお願いします。（対応できる件数に限りがあるた

め、すべての希望に添えないことがあります） 

【方 法】①ご家族は約束の時間に、職員から指定の場所へ来

院します。 

      ②ご家族の方には、発熱やかぜ症状がないことを確

認します。 

      ③病棟のタブレットと ご家族のタブレットを接続し

ます。 

④面会をお楽しみください。 

申告して下さい 
本州では新型コロナウイルスの流⾏が拡⼤し

ています.２週間以内に以下のことがある⽅は

申告してください. 

○本州方面からの移動者との濃厚接触 

○本州方面への移動 


